
北国の町 リポ ン と ル イス ・キ ャロル

笠 井 勝 子

は じめに

ルイス・キャロルは 「北国の子 ども1」ともいわれる。生まれがチェシ

ャ州ダーズベ リで,一 家はその後 さらに北のヨークシャ州クロフ トへ移

り,彼 の帰省地はいつも家族のいるところ,父 の生前は北の地であった

か ら,ま さに北国の出身であった。1852年 以後 はクリスマス休暇 になる

と田舎へ戻って新年 にはリボンへ移 ることが習わ しとなった。ここでは,

リポンとキャロルの関わ りについて,そ の糸口となったキャロルの父 ド

ジスンとリボン司教 ロング リーg)交 友について,ま た当時の リボ ン司教

館に納め られた父 ドジスンを顕彰す る記念のステンドグラスにまつわる

逸話を紹介,そ して,リ ボンにおけるキャロルの創作詩,小 品を翻訳 し,

解説をおこなう。

1.リ ポ ン

リポ ンは西 ヨー クシャー州 にあって,ヨ ー クか らさ らに西北西 に23マ

イル,ロ ン ドンか らは北北 西 に212マ イル の位 置 にある。 「川 の土 手にあ

る」とい う意味の地 名 はラテン語のRipa2に 由来す る。リボンはユアル(Ure)

川 とスケル(Skell)川 の 二 つの川 に挟 まれ てい る。古 くは,ス コ ッ トラ

ン ドのメル ローズか ら来 た修 道者 イー タ(Eata)が7世 紀 の 中頃,こ の

地 に修 道 院 を建 て たのが リボンの町の始 ま りとされ る。 町 は,聖 ペテ ロ

お よびサ ク ソン時代の ヨー クの司教 ウ ィルフ リッ ドをその守護聖 人 とし,

リボ ン大聖 堂 には英国 内で も数少 な いアングロ ・サ クソ ン時代 の地下聖

一15



北 国 の町 リポ ン とル イス ・キ ャ ロル

堂がその ままの形で今 に残っている。町の紋章3は,角 笛(bugleあ るいは

hornと いう)に 拍車を組み合わせ たデザインをしている。拍車 は古来か

ら地元の製品であった。角笛にまつわる伝統行事は今で も守 られて,毎

晩9時 になると町の中心 にあるタウンホール前の広場マーケ ットプレイ

スで,角 笛吹 きが時を知 らせ る。彼は古 くか らリボンの角笛吹 き4(Ripon

HownBlower)と して知 られて魔 よけの飾 りにもなっている。

2.発 端

ルイス ・キ ャロル と リボ ンの 関わ りは,キ ャ ロルの父 チ ャール ズ ・ド

ジス ン(CharlesDodgson1800-1868)と トマス ・ロング リー(Thomas

Longley1796-1868)の 親 交 に始 ま る。チ ャール ズ ・トマ ス ・ロ ング リー

は,ラ グ ビー校,そ してオ クス フ ォー ドの クライス ト・チ ャーチ に学 び,

そ の後 は,

1829-36ハ ロー校校 長(HeadmasterofHarrow)

1836-56リ ボ ンの司教(BishopofRipon)

1856-60ダ ラ ムの司教(BishopofDurham)

1860-62ヨ ー ク大 司教(ArchbishopofYork)

1862-68カ ンタベ リー大 司教(ArchbishopofCanterbury)

と,1836年 の リボ ン司教 就任 を皮切 りに教会 内の出世 街道 を順調 に進 ん

だ。 なかで もリボ ン司教 としての20年 は もっ とも長 く,続 いて ダラム司

教 として4年,ヨ ー ク大司教 と して2年 の後,最 高位 のカ ンタベ リ大 司

教 となって いる。 その大司教 も今で はノ ンセ ンスの作 者 キャ ロル に比べ

れ ば,世 間 に知 る人 は少 ない。

ロング リー は1836年,リ ボ ン司教 に任命 され るや,ド ジス ンに試問司

祭 を依頼 した。 その役 目は,牧 師志願者 に対 す る霊 的指 導者,相 談役 を

務 め るこ とで あった。 キ ャロル はその とき4才 で,ド ジス ンー 家 はチ ェ

シャ州 ダーズベ リにあ る田舎 の牧 師館で暮 ら してい た。 キ ャロルが11才
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にな った1843年 に は,ロ ング リーの働 きか けで父 ドジス ンは,ヨ ー クシ

ャの クロフ トの教会 に移 って,1868年 に急死 す るまでの26年 間,在 任 し

た。父 のチ ャール ズ ・ドジス ンは,ロ ング リー と同様 にラグビー校 とオ

クス フ ォー ドを経 て,

ダーズベ リ教 区牧 師(PastorofDaresbury)1827-43

ク ロ フ トの教 区牧 師(RectorofCroft)1843-68

リボ ン司教の試問司祭(ExaminingChaplain)1852-68

リボ ン大聖堂参事(CanonofRipon)1852-68

リッチモンド大監督(ArchdeaconofRichmond)1854-68

と,教 区 牧師の他 に複数 の役 目を兼務 してい た。

キャロルが20才 になった1852年 に,父 ドジスンはクロフ トの牧師のま

まで,ヨ ークシャの北西部にあるリボンの聖堂付 き参事の地位を得て,

以後は亡 くなるまで16年 の間,毎 年1月1日 か ら13週 間をリボンで過 ご

すことになった。この期間に家族の ものも父親 と共にクロフ トを離れて

リボンへ移動 した。母親のフランシス ・ジェインは1851年 に亡 くなって

お り,彼 女はリボンのことを知 らない。オクスフォー ドのクライス ト・

チャーチで生活 していたキャロル も冬休みの間のこの時期 と,ま た復活

祭が早い年にはイースターの休暇にも,家 族 と共 にリボンで過ごした。

父 と母方の伯母ルーシーと11人 きょうだいの大家族が住むには,宿 舎の

リボン聖堂参事館では部屋 に余裕がな く,さ らに男子の使用人を同行 さ

せた ときには息子たちは,み な他所 に泊まった。そう した ときにキャロ

ルは町の中心部マーケット・プ レイスにあるユニコーン ・ホテル に宿泊

したことがある。このホテル とキャロルの作品との関連 については,後

に述べたい。

3.父 ドジス ンの顕彰

1852年 に,キ ャロル の父 ドジス ンが おこなった 「典 礼主義 の礼拝 」 と
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題する説教に対 して,内 容をまったく理解 しない人々か らはローマカ ト

リック偏向との疑いを掛 けられ,ド ジスンは教会の一部から攻撃を受け

たことがあった。試問司祭の彼 に世話 になった185人 の牧師はそれを知っ

て,こ ぞって彼への支持 を表明 し,ド ジスンの働 きを顕彰する ドジスン・

ウィン ドーをリボン司教館の礼拝堂に設置 した。

キャロルの父 ドジスンは,大 学の先輩,チ ャールズ ・ロング リーが リ

ボン大聖堂の司教に就任 して以来,ロ ング リーがダラムの司教 となつて

リボンを去って後 も,リ ボンの大聖堂の試問司祭の任 にあった。2000年

8月,英 国ルイス ・キャロル協会 はリボンでの研究大会 を記念 して,ア

ン ・アモーがそれまでは未公開であった資料 を整理 し小冊子の形で発表

した5。これによって周囲の人々が寄せた ドジスンへのサポー ト,ド ジス

ンの人柄について一層明かな ものとなった。その冊子から紹介 したい6。

これは1852年 秋のことで,そ れまでの過去15年 間にリボン司教に

よって叙階を受けた185人 の聖職者が リボン司教館の個人的なチャペ

ルに設置する記念のステ ンドグラスを入れるために,費 用を出 し合

っている。185人もの聖職者が このようなことを一致 しておこなうこ

とはかな り異例のことである。即ちそれは,当 該の試問チャプレン

か ら受けた恩恵に対する強い感謝の意を表明 したものであ り,こ れ

を受ける人の人徳,学 識,知 恵とキリス ト教信仰を物語 っていると

.考 えられる。またさらに,ド ジスンを強 く支持 している司教 ロング

リーに対する崇敬の表明 ということができよう。

ドジス ンがおこなった問題の説教 というのは,1852年2月2日(聖 燭

節)に リーズの聖 トマス教会の献堂式でおこなった説教7のこ とである。

この説教が原因で,彼 は一部の人々の憤激を買 った。説教は 『典礼主義

の礼拝』と題するもので,聖 書か ら創世記第4章4,5節8を 選んでいる。

リボンの低教会派9のグッデ ィ(DeanGoode)博 士は,ド ジスンの説教

についてローマカ トリックへの傾 きがあると咎めて,司 教ロングリーに
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宛てて批判の文書を送った。 ドジス ンはそれに応えて,彼 がおこなった

説教 とそれにまつわる書簡を冊子に印刷 した10。

グ ッデ ィ博士の非難に応 えて,ド ジスンはさらに 『リボン司教猊

下への手紙』 と題する小冊子を出版 し,そ の中で,自 分の見解 をさ

らに語 り,ロ ング リー司教が言明 した 「彼(ド ジス ン氏)は,我 々

英国における宗教改革の基礎を築いた人々と同 じ思想であり,ロ ー

マカ トリック教徒 に転向するような人では全 くない」ということば

を,ロ ング リーの了解 を得て引用 している。ロング リーの弁護 によ

って,グ ディ自身の誤解 はすでに解けていたことは冊子にあきらか

である11。したがって,冊 子はグデ ィの批判 を読んだ人々に向けたも

ので,確 実に自分の意図 を伝 えることが目的であった。

ドジスン ・ウィンドーは,同 年秋 に設置され,献 辞12が添 えられた。

4.『 カ ーペ ッ トの騎士』

1855年 に キャロル は リボ ンで 『カーペ ッ トの騎士 』 とい う短 い詩 を書

き,翌 年,雑 誌 『トレイ ン』 に載 った。アーサ ー ・フロス トに描 かせ た

挿絵13で み ると,室 内の干 し物掛 けに跨 が った「騎士 」14の姿 は,「 鏡 の 国」

の中で決 闘の準 備 を調 えた トィー ドルデ ィとダムの兄弟 の出で立 ちisに も

似 て,石 炭 入れの兜 を頭 に冠 ってい る。

キャロルが詩 にうたった騎 士 で挿 絵 にな って いる もの は4枚 ある16。挿

絵の製作 年の順 に,左 上 の挿 絵 の騎 士 はキ ャロル 自身 の手 に よる。左下

は,『 鏡の 国のア リス』の 臼の騎 士,右 下 は,『 鏡の 国の ア リス』の 臼の

騎士 が歌 う詩の 中に出て くる年 寄 りの騎士,共 にジ ョン ・テニエル に よ

る。右上 は,リ ボ ンで作詩 された 『カーペ ッ トの騎士 』 にアーサー ・フ

ロス トが挿絵 を描 いた もの。

ウ ェイ ク リング(EdwardWakeling)編 の 日記 第2巻 に よれば,1856

年2月8日 には,イ ェイツが キ ャロル の詩 「孤独 」 と 「カーペ ッ トの騎
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士 」 を 『ト レ イ ン』 に 使 い た い と 言 っ て き て い る と い う 次 の 記 述 が あ る。

HeardfromMr.Yates.Heisgoingtousetheverseson"Solitude,"

andthe"CarpetteKnyghte,"hewishesmetoalterthesignatureB.B.

andproposedthatIshouldadoptsomenomdeplume;…17ま た,第

1巻 の 日 記 で は,1855年1月11日 に,wrote"theCarpet-kngiht"inthe

Art-Repository.技 巧 を 凝 ら し て18,「 カ ー ペ ッ トの 騎:士 」 を 書 い た,と

あ る 。 こ の 技 巧 的 な 部 分 を 読 み や す く直 して み る 。 左 が キ ャ ロ ル 独 自 の

綴 り字 に よ る 原 文,右 は 対 応 す る 英 文 の 試 訳 。 下 に 日 本 語 の 訳 を 付 す 。

YE CARPETTE KNYGHTE

I have a  horse—a ryghte goode horse 

     Ne doe I envye those 

Who scoure ye playne yn headye course 

 Tyll soddayne on theyre nose 

They lyghte wyth unexpected force 

    Yt  ys—a horse of clothes.

I have a  saddel—`Say' st thou soe? 

Wyth styrrupped, Knyghte, to boote?' 

I sayde not that—I answere "Noe" 

   Yt lacketh such, I woote; 

  Yt ys a mutton—saddle,  loe! 

   Parte of ye fleecye brute.

I have a bytte—a ryghte good bytte 

   As shall bee seene yn tyme. 

Ye jawe of horse yt wytt not fytte;

I have a horse—a right good horse 

     Never do I envy those 

Who scour the plain in headstrong race 

  Until suddenly on their nose 

They light with unexpected force 

     It is—a clothes horse.

I have a  saddle—Do you say so?' 

 With stirrup, Knight, to boot? 

I did not say that—I answer  'No' 

   It lacks such, I warrant; 

  It is a mutton—saddle,  lo! 

   Part of the fleecy brute.

I have a bit—a right good bit 

  As shall be seen in time. 

The jaw of horse it will not fit.
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   Yts use ys more sublyme. 

Fayre Syr, how deemest thou of yt? 

  Yt ys—thys bytte of rhyme.

   Its use is more sublime. 

Fair Sir, how do you think of it? 

   It is—this bit of rhyme.

カーペ ットの騎士19(試 訳)

われに馬あり 一 由緒正 しい馬

われ,羨 むことは断 じてせず

一 目散にコースを駆けるやつ らなんぞ

地面に鼻 をつけ

やつらは思い掛けぬ力でとまる

わが馬は 一 干 し物掛け

われ に鞍 あ り 一 「汝,そ う言 うか?」

騎 士 よ,乗 馬靴 をかけ る,鐙 の あるやつ か?

そ うは言 ってお らん 一 「否」 と返 す

その ような ものはな い,断 じて

そはマ トンの鞍 な り,見 よ!

ふ さふ さの獣 の一 部 な り

我にはみあ り 一 由緒正 しいはみ

やがてみなの目にとまろう

馬の顎には懸 らぬが,

それよりもっ と崇高な用途あり

立派なご仁 よ,そ をいかに思われるや

そは 一 この詩のことのはみ

リボンで書かれたこの 「カーペ ットの騎士」は,『鏡の国のアリス』の

トィー ドゥル ・ディとダム兄弟に先立つこと16年,学 部生のキャロルが
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23才 の ときの作 で あ る。

5.『 ス コッ トラン ド伝説」

5.1.リ ボ ンで書 いた短編

キ ャロルの父 を,そ れ によってキ ャロル を,リ ボ ンに結びつ けた トマ

ス ・ロング リー は,1856年 に ダラムの司教 とな りリボ ンを去 って,ビ シ

ョップ ・オーク ラ ン ドにある司教館 に住ん だ。 ビシ ョップ ・オーク ラン

ドは,そ の辺 り一帯 に樫 の木 が多か ったこ と,ま た,歴 代 の ビシ ョップ

がその居城 を置 いた ところか らその地名 は由来 してい る。 ロ ング リーが

移 り住 んだ翌 年の夏 に,キ ャロル は父 と弟二 人 をクロフ トに残 す と,他

の家族 を連 れて,日 帰 りで ビシ ョップ ・オ ー クラン ドの司教館 を訪ねて

い った。 その と きロ ング リーは不在 で,夫 人 と子 どもた ちが オーク ラン

ド ・カ ースル と呼 ばれ る館の 内外 を案 内 して くれ た。 ロング リーの子 ど

もの うち長男 のヘ ン リー はキャ ロルの一つ年 下で,ク ライス ト ・チ ャー

チで は友 人 どう しだ った。 その彼 はこの時 は留守だ った。ヘ ン リーの弟

アーサ ー と4人 の姉妹 が いて,屋 敷の 内外 を案 内 して くれ た。 お天気 は

実 に気持 ちが よか った2°。キャ ロル はロ ング リー家 の人た ちの ため に,飼

い犬の 「ジ ョック」 の墓碑銘 を作 る約束 を した。 それか ら,館 と地 下貯

蔵 室 に まつわ る伝説 を書 くこ とも約束 した。

翌 日の1857年8月13日 に は,犬 のための墓 碑銘が で きた。 それ をロン

グ リー の一番 末の娘 キ ャロライ ンに宛 ててキ ャロル は妹 のル イーザ に郵

送 させ てい る。

城の居住者 らは,地 下室 の一 隅 を,居 住部分 か らは遠 いた め と冷 え冷

え としてい るため に 「ス コ ッ トラ ン ド」 と呼 び習 わ していた。 キャ ロル

はロング リーの末の娘のキャロライン(Caroline)と ロザマ ン ド(Rosamond

EstherHurriet)に 地 下 室 にまつ わる物 語 を書 くことを約束 して,『 ス コ

ッ トラ ン ド伝 説』 とい う短 い話 を,翌 年1月16日 に書 き上 げ た。
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ロングリーの娘の気晴 らしのために書いた 『スコッ トランド伝説』は,

女性の幽霊に出会 った男の話で,幽 霊の衣服のことや彼女の全身像 を写

真に撮 り損なうことなどをことば遊びを交えて思いつ くままに作 った短

編で,発 表する気はなかった ようだ。印刷になったのは,彼 の死後で,

甥のスチュアー ト・コリングウッドが著 した 『ルイス・キャロルの風景』21

に載ったのが最初である。

5.2.エ ドガー ・カス ウ ェリス,「 川」 に遊 ぶ

『英 国地誌辞典』22によれ ば
,ビ シ ョップ ・オー ク ラン ドを流 れ る二本

の川 の名称23は,一 つが ゴー ンレス(Gaunless),も う一 つはウェア(Wear)

とい う。 『ス コッ トラ ン ド伝 説』の なか に幽霊 が現 れ る場面 で 「ガ ウ ンレ

ス(Gownless)」 とい う囁 きと,衣 服 を身に着 け るWearに 掛 けた くだ り

が あ り,い つ れ もビシ ョップ ・オー クラ ン ドの二 つの川 に由来 していた

ので ある。 また,『 伝 説』の終 わ りに名前 が出 るベ ック司教24と 小 川 の水

につ い ては,そ の昔,司 教館 で あるオー クラ ン ド ・カースル を建 てた司

教 がア ンソニー ・ベ ック25(AnthonyBeck)と い う人 で あったこ と,ま

たベ ックぽ ドイッ語で小川 の意味 を持 つ こ とを考 え併せ る と,『ス コッ ト

ラン ド伝説』のなかで キャ ロル は,「 川 」に掛 けて こ とば遊び を していた

らしいこ とが窺 える。

この 『伝 説』の著者 は,エ ドガー ・カス ウ ェ リス(EdgarCuthwellis)

とい う人物 で,そ れ は筆 名 「ル イス ・キャ ロル」が誕 生す る よ り前 に,

自分 の名 前チ ャール ズ ・ラ トウ ィッジCharlesLutwidgeを も とに して作

り出 したアナグ ラムで ある。 ただ,そ れ はいか に も新聞記者 の ような筆

名で あ ると,『 トレイ ン』の編集者 エ ドマ ン ド・イ ェイツは これ を退 けた。

『ス コッ トラ ン ド伝 説』 はキ ャロル がエ ドガー ・カス ウェ リスの名前 に よ

って書 いた唯一の話 とい うこ とにな ってい る。

物語 は,つ ぎの ようで あ る。 冒
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5.3.『 ス コッ トラ ン ド伝説』

『ス コ ッ トラ ン ド伝 説』は
,こ こに全文 を翻 訳 し(5.3.1.),物 語 の な

かの遊 び を挙 げ よう(5.3.2.)。

5.3.1.翻 訳 『ス コッ トラン ド伝 説』

これ はオ ーク ラン ド城 の人呼 んでス コ ッ トラン ドとい う部屋 で,下 男

のマ シ ュー ・デ ィクス ンが経験 した話,さ る貴婦 人の話,さ らにその あ

た りで は明 かな ゴー ン レス というあ る もの につ いて,ま た現 在 では誰 ひ

とり(恐 怖 のせ い ら しいが)そ こでは寝 よ うとは しないのだが,ど う し

て そ うな ったのか とい う話,こ う した こ とはみなベ ック司教 の時代 に起

きた こ とで,楽 しい記憶 にあ るこ とな ど真実 を,か つ恐 ろ しい こ とを あ

りの ま まに,1325年2月 のあ る火曜 日とその他 の 日に,私 が 書 いた もの

で ある。 エ ドガー ・カス ウェ リス

前述のマシュー ・デ ィクスンなるものは,食 器 をあの場所へ取 りに行

った。そのディクスンを城の主人は誉めて,ひ と晩彼 をもてな してや る

ように命 じられた(事 実は,こ のディクスンはたいへんな食欲で御馳走

をたっぷ りと平 らげた)。さて彼 は,現 在スコッ トランドと人の呼んでい

る建物の,と ある部屋で眠 りについた。真夜中に,彼 は大声を上げてそ

こから飛び出 してきた。みなの ものは目を覚 まし大急 ぎに走 って,そ こ

の廊下を行 き,叫 び続 けるデ ィクスンの ところへ駆け付けた。ディクス

ンはたちまち気を失った。

みんなは,彼 を主人の応接間に運び,難 儀の末に椅子の上に下 ろした。

デ ィクスンは椅子から3の 数倍回も床の上にすべ り落ち,み んなはいた

く感心 をした。

いろいろ強いアルコールでやっとのことで落ち着いて きて(と りわけ

ジンが効いた),デ ィクスンは暫 くすると悲しい声で次のことを物語った。

その話 には直ちに9人 の勤勉かつ頑強な農夫が証人となった。9人 は直
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ぐ傍に住 んでいる。彼 らの証言をその順番に従って書き記 しておこう。

下男マシュー ・ディクス ンの証言。私の頭は正常であること。40才 を

過 ぎてお り,こ の城の中で私が見たもの聞いたもの,い た く恐怖に苛 ま

れているスコットラン ドの幻影について,そ して幽霊について,そ の二

つのあらゆることについて,そ こに含 まれることについて,ま たある不

思議な貴婦人について,ま た彼女が語ったもの悲 しいことが らについて,

別の悲 しい節回しと歌 をつ けて,そ れはかの貴婦人 と他の幽霊が作 り出

したものである,ま た寒 さのこと,(あ まりの恐怖のせ いで)私 の骨がが

たがた と震えたこと,他 に も知れば実に愉快なことについて,特 にその

後,突 然撮 ることになった写真について,ま た(ま さに幽霊が予告 した

とうりに)そ こで降 り掛かったことを,そ してことばよりももっと恐ろ

しいことを一緒 にして,暗 闇について,そ して人間がチメラと呼んでい

るものについての証言 をしよう。

下男マシュー ・デ ィクス ンはこう語 る。「彼は一晩,緑 の鵞鳥26を十分

に食 し,そ れから(と 言いながら,城 の主人 を見てそちらへ帽子を脱い

でお辞儀 をしようとした。 しか し彼はそれ をしそこなった。何故 となれ

ば,彼 の頭には帽子がのっていなかったから。)それから床に入 り,鮮 烈

で恐ろしい夢に長いあいだ苛 まれた。その夢のなかで,若 い貴婦人がガ

ウンを着ているのをみた(実 はガウンには見 えなか ったのだが)あ る種

の包む ものを纏っていた。 きっ と,そ れは包む者 というのがよいが,包

む奴なのだ。」(こ れ を聞いていた館の女中は,貴 婦人というものはその

ようなものは絶対に着た りは しない,と きっぱ り言いきった。そこでデ

ィクスンは 「訂正の とうり受 けて立ちます」と潔 く言うと,そ のまま椅

子か ら腰 を上げたが,立 つことが彼にはできなかった27。

証言は続 く。「その貴婦人は大 きな松明をゆ らゆらと振った。それか ら

か細い声が,「 ガウンレス!ガ ウンレス!」 というのが聞こえた。貴婦人

は床の中央に立っていた,す ると,大 きな変化が彼女に起 きた。その顔
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付 きが どんどんと年寄 りになり,髪 はどん どん自 くなった。そのあいだ

中,彼 女は非常に悲 しい声で,「現在貴婦人たちはガウンが無 いガウンレ

スだが,将 来は,ガ ウンがないということにはさせ ません」。そのことば

で,彼 女 を包む ものはゆっくりと溶けて,絹 のガウンに変わってゆき,

その上にも下にも襞が入っているのに,ガ ウン28それ自体には少 しも襞が

ついてはいなかった。この下男の話ぶ りに,城 の主人はじれった くな り,

彼の頭 を叩 くと,直 ぐに話をや り終えるように命 じた。

証言は続いた。「今話 したガウンは,それからさまざまに変わってゆ き,

こちらでループ を作 り,あ っちでループを作 りして,見 ているとまさに

火の色 をしたペチコー トになり,よ く見 ると真紅の色にもな り,そ の嘆

かわ しい血に乾いた光景をみて,彼 は呻いて泣 き出 した。それか ら仕舞

いにそのシャツは,人 間の力を圧 して巨大に膨れあが り,張 り骨,車 輪,

バルーン,そ の他類似の ものによって,上 の方へ持ち上げられていった。

か くして部屋いっぱいに広がって,彼 をベ ッドへぺちゃんこに押 しつけ,

ついに彼女 は出てゆ くのだが,そ の途 中で彼の髪の毛を焦が して行 った。

「彼はそんな夢から覚めると,さ っと足音が走 るのと光 とを見た(女

中がここに割 り込んで,確 かに葦29の光がその部屋では燃 えていた,と 大

きな声で言ったのだった。 しか し,城 の主人は,黙 っておれ という意味

で,女 中にやめ よ,と 命令 した。

証言は続いた,「 そのことでひどく怯 えたために,彼 の骨 は(彼が言っ

た ところでは)す っか りこなごなになり,彼 はベ ッドから飛び出ようと

試み,か くしてベ ッドを立ち退いた。だが,彼 はしばらくはそこに留 ま

った(こ れは心臓が強いためか と思 われようが,い や,む しろ身体の方

の理由であった。)するとこの時,彼 女は古い歌の一節 を口ずさんだ。そ

れはちょうどウィル・シェイクス ピア先生が作 られたような。」 ここで主

人は,何 の歌か,そ れを歌ってみよ,と 命 じた。彼は二つだけなら知っ

ていると言った。一つは,「 それは トラファルガー湾 においてであった,
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フランス人が倒れているのを見た」というもので,も う一つは,「 ビスケ

イ湾にその 日一 日中,我 らはみんな倒れていた おお」というの

であった。この歌 を彼 は大 きな声で調子外れに歌 った。それを見て,あ

る者は,薄 笑いした。

証言は続 く,「彼 はおそ らくその歌 を伴奏が付 けば,歌 うことができま

しょう。だが,伴 奏なしでは,彼 はどうしても歌 うことは しないのです。」

それを聞いて,み んなは彼 を学習室へ連 れていった。そこには,40の 音

色を持つ ピアノ40奏(ピ アノ・フォーティ)と いう楽器(「 芸術の勝利な

り」)があった。その楽器を我が主人の姪である二人の若 き貴婦人でそこ

にお住いになっておられる方(み んなは学習をしている,と 思 っている

が,し か し私 には少なからず怠けていることがわか る),そ のおふたりが

彼の歌に合わせて,あ る音楽 をどしんどしん と演奏 された。彼女 らはこ

れまで誰ひ とりとして聞いたことがな酔 節で,で きる限り上手 く弾いた

のであった。

「ロレンゾはハイヒントンに住んでいた

(そのコー トはデ ィミテーでできていた)

そこにち ょうどではないけれど一番小 さい道

それです ぐ近 くのところに

彼 は私 を訪ねてきた 一 彼はお茶の時 までいた 一

だのに彼 は一言 もなにも言わなかった。

私が,「パ ンは ドライがよいのですか?」 と言ってみた ら,

やっと,彼 は 「バ ッターを付けて」とこう答えた。

(そこに居たものはみな,さ かんに合唱)

「ぬうっと腑抜 けの

抜け頭。

わた しゃ,腑 抜けが大嫌い,ほ ん と。」

証言は続 く,「すると,彼 女 は彼が最初 に夢でみたの と同 じゆるやかな
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包 む もの を纏 って,彼 に現 れた。 そ して しっか りと,は っ き りと,話 を

した。」

貴婦人の物語

「ある露の降 りた秋の宵のこと,オ ークランド城のす ぐ近 くを一人の

若い貴婦人が きびきび とした様子で歩いていました。彼女は目に見苦 し

くな く,か なり美 しい と言ってもよいほどで,た だたまたまそれが真実

ではなかったことを別にしておきましょう。

「その若 き女性 とは,お お哀れな男 よ,私 で した。」(こ のことばに,

私 は尋ねた,如 何なる物差 しで私 を哀れとはいうのか と。すると,彼 女

は答えて言った,そ れは問題ではありません と。)

「私 自身,そ の当時は,自 分 自身の優れた美 しさを超 える姿の高さで

自分を飾 ることに意 を用いていました。そこで大いに望んだことは,誰

か画家が私の絵を描いて くれることでした。けれども,い つ も彼 らはあ

まりに高いのです。つまり腕前の高いことではな く,値 段のことなので

すが。」(そ こで私はきわめて鄭重に質問をした。その当時の画家は幾 ら

で仕事 をしたのかと。だが,彼 女 はお高 くとまってこう言った,お 金の

問題は卑 しいこと。彼女の預か りしらぬこと,気 にもかけないことです,

と。)

「さて,あ る画家,高 きロレンゾなるものがやってきました。彼は人

間がチメラと称する驚嘆の器械 を持 ってきました。(それは途方もな く素

敵な,ま ことにほん とうに信 じがたいもので した。)それを使用 してた く

さん写真を撮 りました。一枚 を,時 のひと打ちす る問に,つ まり,人 間

が 「ロビンの息子のジョンや」とことばを発する間に撮ってしまうので

した。」(私 は彼女が言う,「時のひと打 ち」とは何かと問うてみたが,彼

女は顔 を顰めて答えはなかった。

厂彼 こそは,私 の写真を撮 ることを引き受けた人。その時に,私 が求
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めた大事な一事 は,全 身像 にするように,と いうことだったのです。そ

れ以外の方法では,私 の高さをほんとうの ところ証明す ることにはな ら

ないか らです。にも拘 らず,彼 はた くさん写真 を撮るには撮 ったのです

が,こ の一事の点では,悉 く失敗で した。頭の入った写真 には足が入 ら

ず,足 を撮 った写真の方には頭は取 り残 しにな りました。前者の写真は

私の嘆 くところとな り,後 者の写真 は他の人の笑 い草にな りました。

「これ らのことに私が苛立つのは至極 もっともなことで,最 初は彼に

対 して友好的にしていたのですが(真 実のところ,彼 は愚かだったので

す)こ こで,彼 の耳 を大 きにぶったのです。すると,彼 の頭から毛髪の

房がむ しり取れてしまい,そ れ を見て,彼 は大声で,私 が彼の人生に重

荷 を負わせた と叫んだのです。そのことを私 はひどく喜びこそすれ,疑

うつ もりはまるであ りませ ん。

最後に彼 はやっと,次 の提案 を出 しました。即ち,写 真は製作 される

べ きこと,可 笑 しくない程度 までたっぷ りスカー トを入れて見せ るよう

にして,写 真の下に次のように説明を付けること,「品 目,2ヤ ー ド半,

同 じく,そ してそれか ら足」。けれどもこのことは少 しも私 を満足 させは

しませんで した。そこで私 は彼 を地下の貯蔵室に閉じ込めて,彼 はそこ

に3週 間押 し込め られて,日 毎に痩せ細 り,最 後には一枚の羽のように

なって上へ下へ と漂ってい ました。

「さてこの頃のち ょうどある日に,私 は彼 に,今 私の全身像 を撮って

くれるかどうか,と 尋ねてみました。すると彼は,ち ょうど虻のように

小さな呻 き声を出して,た またま ドアが開いて吹 き込んだ風によって,

天井の割れ目に入って しまいました。こうして私は松明を上に掲 げて彼

を待っているのです。そのうちにやがて私は掠れてしまい,幽 霊にな り,

壁 に取 り付いたままにな りました。」

そこで,城 の主人と一同はこの不思議な有 り様 を見 ようと,地 下の貯

蔵庫へ と急ぎ下 りていきました。みんながそこへたどり着 くと,城 の主
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人は勇 ましく刀を抜いて,「死 よ!」 と叫びました,(し か し,誰 に対 し

て,何 に向かって言ったのか,説 明はあ りませんで した)。さて何人かが

中に入 り,多 くの者 は後ろに下が り,前 の者 を急かせて,元 気を出せ と

言 うのですが,そ のことばほどには大 して模範 にな りませんでした。 し

か し最後 はとうとうみんなで中に入 り,城 の主人が最後に入 りました。

みんなは壁の傍か ら大樽や その他の ものを取 り除けて,語 るも恐ろ し

いくだんの幽霊が壁際にいるのを見つけました。

その恐ろしい姿を見 ると,近 頃には稀 な,ま るで聞いたこともない金

切 り声が上が りました。ある者は気絶 し,他 の者はビール をがぶ飲み し

て気絶するのをまぬがれました。 しか し,恐 怖で生 きている心地は しま

せんで した。すると,そ の貴婦人は彼 らに次のように語 りました。

「ここに我あ り,こ こに我待つ,

その ときがやって くるまで,

この城の貴婦人で名 も顔 も

我 に似たる人

(我が名は知 らせ じ,さ れ ど

頭文字を教えよう)

その人を写真に納めて

頭 と足 とを一緒に写 して撮ったな らば,

我が顔は消えよう,

二度 と再びここでみんなを

怯 えさすことなか るべ し。」

すると,マ シュー・デ ィクスンが彼女に言った,「何ゆえにその松明を

高 く掲 げるか。」それに答えて彼女の曰 く,「ろうそくは光を放つ」 と。

しか し,誰 にもその意味は不明であった。

この後,か 細い声が天井か ら言った。

「オークラン ド城の地下貯蔵庫に
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遠い,遠 い,そ の昔

押 し込め られ し 元気撥 溂の若者 あ り

おお,お お,お お悲惨

彼女 を全 身写真 に撮 るは

我 にはその力の無 か りしに

テ ムポー レ3°(だ か ら,私 は彼女 に言 う)

プ ラエテ リ ト31!

(歌 の あ との コー ラスを,続 ける者 は誰 もなかった,ラ テ ン語が分 か

らなか ったためで ある。)

厂彼女 は無情 一 おお
,彼 女 は冷 酷 一

遠 い,遠 い,そ の昔,

こ こで私 を飢 え死 に させ た 一 薄 い粥 さえ くれ もせ ず 一

ほん とだ,ほ ん とに,信 じて くれ,

ス コッ トラ ン ドか ら逃 げ出せれ ば,

私 の最 後 のボウ ビー32を や ろ う 一

あれや,ほ うい,公 正 な扱 い こそ尊 い もの,

私 を,ほ うら,放 して くれ え!」

そ こで城 の主人 は刀 を脇 に置 き(以 来,あ そ こに置 いた ま ま,か くも

大 いな る勇 ま しさを記 念 して)執 事 に命 じ,す ぐさま ビール を取 りに行

かせ,ビ ール は彼 の意の ままに持 ってこ られ(い や,彼 は浮 かれて言 う

こ とに,彼 の 「意のま ま,ベ ックの まま,と 直喩で輪 を作 り」)彼 はビー

ル を空腹 に流 し込 んだ。 「何 故 に と,問 うや?」 彼 は言 う,「 まことにベ

ック33は 涸 れ ていて は小川 にあ らず,じ ゃ。」

5.3.2.『 ス コッ トラ ン ド伝説」 の遊 び

5.3.2.1.多 重 構造 への兆 しをみせ る 『ス コッ トラ ン ド伝説』
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物語の舞台は司教の住いオークランド城である。その地下室,ス コッ

トランドと呼び習わ している一角に女性の幽霊が出る。下男マシュー ・

ディクスンがそれを目撃 し,一 部始終 をみなに語ってい く。

前置 き部分の語 り手である著者エ ドガー ・カスウェリスは,そ のまま

本文の語 りを続けていくが,下 男マ シュー ・ディクスンを紹介す ると,

ディクスンが 目撃 した体験 を一人称で語 り始める。 しかし話の前置 きが

終わると,著 者のことばでディクスンとそれを聞いている周 りの ものの

や りとりが会話文 を挟んで語られてい くが,や がて 「目撃証言は続 く」

と書 くと,デ ィクスンに語 らせ る。後半の 「貴婦人の物語」 は,幽 霊で

ある貴婦人の 口から彼女が幽霊になった経緯を引用符で括って一人称で

語 らせ る。内容は,デ ィクスンが前節で歌 った歌に出て くるロレンゾが

チメラを持っていて,そ れで貴婦人の写真 を撮 り損なうことにな り,そ

の結果,彼 を地下室 に押 し込めて,貴 婦人の方は彼が全身像の写真を撮

って くれるのを待っている。 こうして彼女 は待ちながら幽霊 になった,

という話である。話の途中に聞き手が問いを差 し挟み,そ れ に貴婦人は

返事 をする。差 し挟んだ質問は丸括弧で括 っている。このような書 き方

をしているのは,そ の聞き手が直接幽霊 を目撃 したディクス ンのはずで

あるのだが,実 際の問いの内容 といい,聞 き方 といい,デ ィクスンでは

な く語 り手のエ ドガー ・カスウェリスであることを示 しているのであろ

う。貴婦人が話 し終えると,早 速城の主人以下みんなは地下室へ駆け付

ける,そ こで囚われのロレンゾが食べる物 も与えられずに羽のように軽

くなって,虻 の ようなか細 い声で歌 う歌が聞こえる。城主はそこで悠然

と,ビ ールを持って来 させてこれを飲み干 して言う冗談から,彼 の名前

が城主のベックであることを思い出させる,と いうことになっている。

この短編は,エ ドガー ・カスウェリスが書 き留めた話で,そ の中では下

男のマシュー ・ディクスンが体験を物語る。彼の話に対 して聞 き手が一

一 あるときは女中,あ る時 は城の主が,話 に口を挟んでコメン トを出 し
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た り,問 いを発 した りす る。彼の話 は幽霊 に出会った話であ り,そ の幽

霊が物語 る話の中に出て くる男が,デ ィクスンの話 を聞いた人々に歌 を

歌 って哀願す るということが起 きて物語は多重の層 をなす。これは,現

実世界の人々と会話をす る幽霊 という設定 と合わせて,後 に 『シルヴィ

とブルーノ』の作品の構成 に取 り入れ.た手法で,キ ャロル としてはその

萌芽 を見せているということができよう。

5.3.2.2.こ とば遊 び

マ シュー ・デ ィクス ンは,館 の主 の言 いつ けで地 下 のス コ ッ トラン ド

へ降 りてい くとそ こで女 の幽霊 を見 て気絶す る。運び 出 され て主の居 間

で介抱 されつつ様 子 を語 る話 の中で,女 の 幽霊 が姿 を出す と,ど こか ら

と もな く 「ゴー ンレス,ゴ ー ンレス」 とい う囁 き声が 聞 こえて くる。 こ

の幽霊 の着 てい るガ ウ ン,即 ち ドレスにつ いて,女 性 の服 には無 知 な下

男が,そ れ は ドレス とは ち ょっと言 い難 い,む しろなにか ラ ッパ ー(包

む物)に くるまっていた。下男 はそ う言 っておいて か ら,い や,ラ ッパ

ー(包 む人)と い う よ りも,包 む奴(Wrap-Rasca1)と い う方がぴ った

りだ,と 遊び始め る。

さて,そ の と きに傍 に集 まって話 を聞いていた女 中た ちか らは,ラ ッ

プ ラスカルなん て聞 かな いわ よ,と 顰蹙 を買 う。す る と下男 は潔 く 「訂

正 を受 け入れ る」,"Istandcorrected."と 言 い なが ら,自 分 の ことばの

なか にあ るス タン ドに合 わせ て椅 子 か ら起 き上が ろ う とす るのだが,し

っか りとス タン ドで きず に倒 れて しまう,と い う一幕 が あ る。

『ス コ ッ トラン ド伝 説』はベ ック司教(BishopBec)の 時 代 の こ とで

ある,と 前置 きに書 かれ てい る。実 はオー クラン ド城 はエ ドワー ド1世

の時代 にア ンソニ ー ・ベ ック司教(BishopAnthonyBeck)が 建 て た,

とい う史実が ある。 キ ャロル は案 内 されて城 の歴史 を聞 いた ところを,

この 『伝 説』の 中に盛 り込 んだの であろ う。
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物 語 の後 半 に入 ってか ら,下 男のマ シ ュー ・デ ィクス ンは,幽 霊 が歌

った詩,そ れ はウ ィル ・シェイクス ピア先生が書 きそ うな詩 で,こ れ を

みんな に聞かせ るため に,館 の主の若 き二 人の姪 に ピア ノの 伴奏 を して

もらい歌 って きかせ る。 ここに若 き二人 の姪 と して登 場す るのが ロ ング

リーの末 の娘,キ ャ ロライン とロザマ ン ドで あった。聞 いた こ ともない

節 で歌 う幽霊の歌 には,ロ レンゾ(Lorenzo)と い う人物が 出て くる。

この ロ レンゾは,訪 ねて きてお茶の時 間 まで残 ってい た。 しか も一 言

も発 しなか った彼 であ るが,「 パ ンは ドライが よいの か」とい う問 い掛 け

に対 して,「 バ ター を塗 って くれ」 と,や っ と口をき く。

そ こは,

notawordheut-tered,

Heeanswered`But-tered.'

utteredとbutteredと 韻 を踏 み,そ れ ぞれの綴 りを音節 に分 けて視覚 の

上 で も形 が類似 してい るこ とを示 して い る34。

「貴婦 人の物語」 に入 る と
,無 口だ った ロレンゾが,実 は芸 術家 で,

人 間が チメ ラ(Chimera)と 称 す る驚 異の器械 を持 ってお り,こ れ は実 に

信 じが たい道具で,時 が ひ と打 ちす る問 に,写 真が一枚 取れ るのだ とい

う。 ところが,い ざや ってみ る と幽霊の唯一・の望 みであ る全 身像の撮影

に,頭 入 れば足が な く,足 が入 ると頭の ない写真 ばか りとな って,足 の

ない写真 は 「私 自身の嘆 き」(と 語 るの は幽霊)で あ り,頭 な き写真 は皆

の笑 い ぐさとはな りに け りの結果 に終わ った。 こう して,ロ レンゾの話

はいつ の間 にか写真家 の腕 前 を笑 う話 になって いる。

頭 の ない写真 とい うの は,写 真 家 キャロル が被写体 と して好 んだ少女

エ クシー ・キチ ンに向 けて書 いた手紙(1880年)に も,同 じようなこ と

を書 いて挿 絵 を付 けた ものが あ る35。

キ ャロル の甥 スチュアー ト・コ リングウ ッ ドによる 『ルイ ス ・キャロ
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ルの風景』の中では,『 スコットランド伝説』にキャロル 自身が描いた挿

絵 を見ることがで きる。それは,松 明を掲げた若い貴婦人の横顔で,髪

を結い上げて,腰 を絞った,ス カー トのたっぷ りとした ドレスを着て優

雅な姿にみえる女性である36。

6.キ ャ ロルの 日記 か ら

キャロルが リボ ンを訪 れていたのは,聖 堂参事 と して父が在任 した1852

年 か ら68年 にか けて17年 の 間の,毎 年1月1日 に始 ま る13週 間 で,彼 は

その 間の数 日あるい は数週 間 を リボンにい る家族 と過 ご した。現 存す る

日記 に基づ いて テクス トをその まま忠実 に起 して い るエ ドワー ド ・ウ ェ

イク リング編の 『ル イス ・キ ャロルの 日記 』 は,既 刊 の第1巻 か ら第5

巻 が ち ょうどこの時期 をカバ ー して い るので,日 記 に よって彼 が リボ ン

に滞在 した時期が お およそわか る37。但 し,残 ってい る 日記 は1855年 以 降

で,52年 か ら54年 の3年 間 につい ては,不 明で あ る。

即 ち,1855年1月(第1巻),1856年1月(第2巻),1857年1月,1858

年1月(第3巻)を 参照 で きる。1859年 か ら1862年 の1月 の記録 は原本

が紛 失 して い る。1861年1月2日 の 日記 につ いては,コ リングウ ッ ドに

よる引用(90頁)か らわか ってい る38。 そ してウェイ ク リング編の 日記 に

よって,1863年 と1864年 の1月 につ いて は第4巻 で,1865年 か ら1868年

の 問の1月 の 日記 につ いて は第5巻 で見 るこ とがで き る。 日記 に よって

以 下に,リ ボ ンにお け るキ ャロル の記録 をみてい くこ とにす る。

1855年1月 は1日 か ら19日 まで リボンに滞在 し,こ の間 はパ ーカー婦

人の所 に泊 まって いた。1月6日 には,Begananidealsketchforthe

Art-repository.Comicsketchesshouldalwaysbeetched:colouronly

suitsserioussubjects.1月10日 に は,Gotmy ,likenessphotographed

byTooth,tosendtoBarclay.Afterthreefailuresheproduceda

tolerablygoodlikeness,whichhalfthefamilypronouncethebest
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possible,andtheotherhalftheworstpossible.1月11日 に は,Began

Keats'LifebyMilne-wrote"theCarpet-knight"intheArt-Reposi-

tory.こ の 年の3月28日 に キャ ロル は,復 活祭 の休 暇で リボ ンへ戻 って行

くoIpackedupintheafternoon,andleftOxfordbytheevening

train‐aftertravellingallnight,IgottoRiponataboutnineinthe

morning.し か し,父 を残 して家 族の者 は,ひ とあ し先 に前 日ク ロフ トへ

発 っていた。 キ ャロル は,そ こで,ブ ー スに写 真 を撮 って も らって後,

ク ロフ トへ向 かい,夕 方5時 に到着 した。

1856年1月1日 をキャロル はクロフ トで迎 えた。1月2日,「 これ まで

に一 度 もした ことが なか った」 ジ ョン ・チェイター と食事 を した。思 っ

た よ り楽 しか った,と 書 いてい る。1月3日 にク ロフ トか ら リボ ンへ行

く。 「午後1時 に出て3時 頃 に到着 した」とい う記 述か ら,当 時,ク ロフ

トと リボンの 間は馬車 で2時 間 ほ どで あったこ とが わか る。 下僕 がその

時 は一 緒で はなか ったために,家 族 が泊 まってい る参事館 に キャ ロル も

宿泊 した。1月5日 参事館 の図書室 に ある本 か らチ ャール ズ ・マ シュー

の 『思 い出の記』を読む。 その 中で,『 ヘ ン リー8世 』の 中の 司教役 は一

座 の主要 なコメデ ィア ンが演 じるのが しきた りにな ってい る,と い うこ

とを知 り,前 年6月22日 に ロン ドンのプ リンセス座で観 た と きに コメデ

ィア ンの メ ドーズが演 じていたの を不 思議 に思 った こ との謎 が解 けた。

その ときは意外 で非常 に驚 いたのだ った。1月7日,ロ ング リーか ら15

日に 食事の招待 を受 けるが,ロ ン ドンへ 出る予 定が あ り,断 わった。 そ

こで,ロ ング リー は3人 の娘 を連れ て会 いに くる。翌 日8日,リ ボ ンの

キャ ロルの元 に,『 トレイン』 第1号 が届 く。 キャロル は,「 あ りふれて

いて内容が デ ィケ ンズの二番 煎 じばか りで ある,1年 持 つ か どうか」 と

い う感 想 を記 した。1月15日,8時58分 の 汽車 で リボンか らロン ドンへ

向かい,夜9時30分 に到着 。スケ ヴ ィン トン叔父 と食事 をす るのに間 に

合 った。
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1856年2月11日 イ ェイ ツ氏 に筆 名の候 補 を送 っ た。3月20日,グ レイ

ト ・ノーザ ン鉄 道で リボ ンへ。 リボ ン大聖堂 の首席 司祭 の権標 捧持 者 ウ

ィ リアム ・バー ネ ッ ト(c.1788-1858)の 家 に泊 まる。3月22日 に は,父

と姉エ リザベス と共 に司教館へ行 く。4月1日,家 族 と共 にク ロフ トへ 。

1857年1月1日 はク ロフ トで迎 え,3日 に家族 と一緒 に リボ ンへ行 く。

ウィル フ レッ ドとキ ャロル は再 びバ ーネ ッ トの家 に泊 ま り,ス ケ フ ィン

トンは,大 聖堂の寺 男 トマ ス ・ウ ィルス ンの所 に泊 まった。1月21日 リ

ボンか らロン ドンへ 。23日 夜11時 にオ クスフ ォー ドに帰着。4月21日 に

ロン ドンへ 出て,24日 に はオクス フ ォー ドに戻 った。 この年,イ ー スタ

ー は リボ ンへ行 かず にクライス ト ・チャーチで過 ご した。7月4日 ク ロ

フ トへ。 グ レイ ト ・ノーザ ン鉄 道で夜8時 に到着 。8月12日 に ビシ ョッ

プ ・オー クラ ン ドへ。 キャ ロル は此の ときに,司 教 の住 いであ るオーク

ラ ン ド城 を見物 して,『 伝説』を書 くとい う約束 を して い る。 日帰 りの訪

問だった。翌 日の 日記 に よる と,彼 が出か けてい る間 にオ クス フ ォー ド

の リ ドゥル夫人 か ら手紙 が届 い ていた。 内容 は,送 った写 真 に対 す る礼

状 で,リ ドゥル夫 人 と娘 た ちは次 の 日にビシ ョップ ・オ ー クラン ドへ 行

き,そ こに泊 ま り,ウ イ ッ トビーへ行 く,と い うこ とが書 いて あった。

っ ま り,キ ャロル とリ ドゥル夫人 たち とは,相 前後 してオー クラ ン ド城

を訪ねて いたので ある。

1858年1月1日 クロフ トか らリボ ンへ。弟 スケ フ ィン トン とキャ ロル

は再 びバ ーネ ッ トの家 に泊 まる。1月16日 に リボ ンで 『ス コ ッ トラン ド

伝 説』 を書 き上 げた。1月21日,リ ボンか らロン ドンへ 。3月27日,8

時30分 の 汽車 でオ クスフ ォー ドを発 ち,リ ボ ンには夕方6時30分 に到着 。

ユニ コー ンホテル に泊 まる。4月6日 夕方 ク ロフ トへ行 く。12日 ロ ン ド

ンへ出 る。

1859年 か ら62年 に か けての 日記 は紛失 してい る。 エ ドワー ド ・ウェイ

ク リングは,編 纂 した 日記 の第4巻 の 冒頭 で,こ の時期 の 日記 とキャロ
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ルの動静について再構築を試みている39。その中か らリボンに関係のある

部分お よびその時期にキャロルに とって関心が高かった事柄 を紹介 しょ

う4°。

1859年,新 年はいつ もどうりリボンで過ごす。 この年の復活祭の休暇

にはワイ ト島にテニスンを訪ねた(4月8日,13日)。 この時期か ら,キ

ャロルは復活祭の休暇 にリボンへ行 くことをしな くなる。おそらく,彼

の興味 と関心はオクスフォー ドの生活,大 学の仕事,そ れにロン ドンで

芝居や美術展を見て,画 家や演劇界の人々に会い,次 々 と新 しい刺激 を

受けることに夢中になってきた時期であったと思われる。クライス ト・

チャーチで,ロ ン ドンで,初 めての出会いをたくさん経験 している。夏,

おそらく8月 にロング リーがいるビシ ョップ ・オークラン ドを訪ねたよ

うだ,と ウェイク リングは残っている写真の記録から推測す る。 日付け

は不明だが,キ ャロルはカメラを持っていき,司 教 ロングリー,娘 のキ

ャロライン,ロ ザマン ドの写真を撮って,ま たロザマン ドの油絵の写真

も撮った。10月10日 に新年度が始 まって一週間後に学部生 となった皇太

子がブ リューインホールに入った。その個人指導教官の一人が友人のダ

ックワスで,彼 を通 じてキャロルは皇太子の写真 を撮影する機会を期待

するが,実 現は しなかった。その代わ りに,翌 年12月 になって,皇 太子

の署名 を手にしている。

1860年 。ウェイクリングは日記の 「再構」の中で,お そらく新年は リ

ボンで迎えている,と している。記録のある年にならってそう推測する

ことがで きる。復活祭の休みにはカメラを携 えてクロフ トに戻 り,リ ッ

チモンドの大監督である父の肖像 を撮 る。この年は特 にオクスフォー ド

大学で リドゥルの提案により新築された博物館においてダーウィンの説

をめぐるオクスフォー ドの司教 ウィルバーフォースとトマス ・ハ ックス

レーの間の論争 を聞いた。 この機会にキャロルはウィルバーフォースと

ハ ックス レーの写真を撮る。彼が撮った写真のなかには,マ イケル ・フ
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アラデー の 肖像 写真 もあ る。

ウ ェイ ク リングは 「1860年 の 日記再構 」 のなかで,興 味 ある指摘 を し

た。それ は,キ ・ヤロル がオ クスフ ォー ドとケ ンブ リッジの大学 のメ ンバ

ーで投稿 す る雑誌 『カ レ ッジ ・ライム』 に 「海の挽歌 」 とい う詩 を載せ

た と き(1860年10月)に,彼 は,「 クライ ス ト・チ ャー チのル イス ・キャ

ロル」 と して 出 した,と い うことで ある。彼 に とって は 日頃か らクライ

ス ト・チ ャーチ は実名の ドジス ンと結びつ いた世 界で あ り,キ ャロル の

筆名 と大 学 とを関連づ け ることはそれまで に も無 か った し,そ の後 もな

か った と思われ るので あ る41。

ウ ェイ ク リングの 「日記再構 」で1860年 の 終 わ りの部分 には,次 の よ

うな推測 が ある,"DodgsonreturnedtoCroftforChristmas,andthen

movedwiththefamilytoRiponjustbeforethebeginningofthenew

year."42他 の 日記の記 述か ら,ま た父親 の任 務の期 間が1月1日 か ら始 ま

る3週 間,と い う取 り決 めか らみ て,キ ャロル が年が 明け る前 に リボ ン

にいた,と い うこ とは異例 と思 われ る。 この記述 はプ リンス トンのパ リ

ッシュ ・コレクシ ョンに残 ってい るMSが リボ ンで書 かれ てい るこ とと,

そ の 日付 けが12月31日 と1月1日 になって い るため に推測 で きる,と ウ

ェイク リングは述 べて い る43。

1861年 。 この年 の1月1日 か ら,書 簡記録 を付 け始 め る。 それ は リボ

ンで始 まってい るよ うだ。1月2日,大 聖堂 の参 事 のグ レイ氏が訪 れて

きて,食 事 を し泊 まってい く。 コ リング ウ ッ ドに よれば,こ の ときキ ャ

ロル は クライス ト・チ ャー チにい るよ うに も読 み とれ る44が,ウ ェイ ク リ

ングはキ ャロル が会 ったグ レイ氏 は リボンの参 事 であ るこ とを明 らか に

してい る45。こ の年 の復 活祭 にキャ ロル は リボ ンには行 かず に,ヘ イス テ

ィングズへ行 き,ジ ェイム ズ ・ハ ン トとい う人 につ いて発音矯正 の指導

を受 けた。

ホル マ ン ・ハ ン トの 「神殿 におけ るキ リス ト」 とい う絵 を画 家ハ ン ト
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のス タジオで見 てキ ャロルが作 った 「三 日後」 とい う詩 は1861年7月 に

『テ ンプル ・バ ー』 とい う雑 誌 に載 った
。 「テ ンプ ル ・バ亨」 は法曹界 の

雑誌 だが,「 神殿 の キ リス ト」 は"ChristintheTemple"で あ る。偶然 の

洒 落か。

12月14日,女 王 の夫君 アルバ ー ト公が ウ ィンザ ー城 で没す,42才 。 こ

の年 の ク リスマ スにキ ャロル はキ ャサ リン ・シンク レアの 『ホ リデ イ ・

ハ ウス』 を子 どもたちの名前 で作 ったア ク ロス テ ィック詩 と共 に,ア リ

スた ち三 人 に贈 った。12月22日 に は,ク ライス ト・チ ャー チ大聖 堂で,

キ ャロル は英 国国教会 の監督 の資格 をオクスフ ォー ドの司教 サ ミュエル ・

ウ ィルバ ーフ ォー スに よって授 け られた。

1862年 の 年頭 はいつ もの よ うに リボ ンで過 ごす。1月13日 に,彼 はク

ライス ト・チ ャー チに戻 って数学 の論文 を書 い ていた。1月 には,テ ニ

ス ンに個 人的 に許可 を得 て妹 たちが作 った 「イ ン ・メモ リア ム」の索引

3,000項 目以上 を編 集 して,ロ ン ドンのエ ドワー ド・モク ソンか ら出版 し

た。4月19日,妹 メ ア リへ の手紙 には,キ ャ ロル はワイ ト島へ行 き,テ

ニ ス ン と息子の ライオネル,ハ ラムに会 った ことを書 いてい る。 また,

女 流 写真家 のマーガ レッ ト ・キャメ ロンに も会 っている。 この年,キ ャ

ロル は,ト ム ・ク ォッ ドの7番 階段3号 室 に部屋 を移動 した。5月1日

には,ロ ン ドンで国際博覧会 が始 ま り,彼 は6月21日 に初 め て見 に行 っ

た。 その後7月5日,7日,8日 と数 回訪れ た。

1863年1月1日 はウ ィッ トバ ー ンへ行 き,3日 の 夕方,リ ボ ンに行 く。

しか し,3日 か ら何 の記録 もな いま ま,16日 の 日記 には,な に も変 わ っ

た こ とが ない ままクライス ト・チャーチへ戻 った46,と あ る。 リボン滞在

中に二 度司教館 で夕食 を し,1回 は グ リー ンウ ッ ド家で食事 した,そ れ

以外 に は何 もなか った。 この1863年 あ た りか ら,キ ャロル は リボンには

行 ってい る ものの,滞 在 中 に出か けて人 と付 き合 うこ とが少 な くな った。

ロング リー は1年 前の1862年 に カ ンタベ リ大司教 として家族 とと もに南
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へ 移 って い る。

1864年 は,1月1日 に,ク ロフ トか ら家 族 と共 に リボ ンへ移動 した。

寒 さが厳 しい,と 書 いてい る。前年 同様,リ ボ ンに来 た 日と去 る日の記

録 が あるだ けで,1月14日 に,オ クス フォー ドへ発つ47。数 学 を少 しや っ

た こ とが書 いて ある。復 活祭 は リボ ンには行 って いない。

1865年,新 年 をキャ ロル はウイ ッ トバ ー ンで迎 える。1月4日 にウイ

ッ トバー ンか らリボ ンへ 。5日 は家族 と一緒 に司教館 での夜会 へ行 く。

翌 日再び,妹 の メア リとル イーザ を連 れて,司 教館で食事 。家 族的で楽

しい夕べ,と 書 いてい る。17日 に再 び 司教 館で夕食。 司教 はロ ング リー

の後 任の ロバ ー ト・ビッカー ステスで あ る。1月25日 に,リ ボ ンか らロ

ン ドンへ 。翌 日,マ ク ミラン,そ れ か らテニエル と会 う。復活祭 の休 み

には,4月5日 にロ ン ドンに出て,翌 日,息 子の方 の リッチモ ン ドが北

ウ ェール ズの ダ ンデ ィ ドノウで描 いた リ ドゥル3人 姉妹 の絵 を見 る。 キ

ャロル は,感 想 を次 の ように書 いてい る。「イーナ はやや硬 くて,憂 鬱 そ

う。ア リス は とて も可愛 らしい。だが,あ ま り自然 に は見 えな い。 イー

デ ィスが 一番 ほん もの に近 い。」4月18日 に キ・ヤロル は画家 ミレー を訪 ね

て初め て彼 の妻,ユ ー フ ィミァ ・ミレー に会 った。そ れ までは,ミ レー

と子 ど もた ちに会 うだ けで,妻 を見 かけた こ とはなか った。非 常 に感 じ

の よい貴 婦人 らしい人 と思 うと書 き,日 記 の最後で もう一度,「 ミレー夫

人 には長 い間会 ってみた い と望 ん でいた,彼 女 に会 ったか らこれ は記 念

にな る 日」,と 書 いてい る。この夏,7月29日 に はロ ン ドンか らクロフ ト

へ戻 った。9月6日 か らリボ ンの司教 館へ写真 を撮 りにい き,9日 に ク

ロフ トへ戻 る。

1866年1月1日,キ ャロル は クロフ トか らリボ ンへ 行 く。 そ して,16

日に リボ ンか らロン ドンへ 出 る。この時 の リボ ン滞在 の こ とを,「 リボ ン

の ソサ エテ ィの人々 にはほ とん ど会 わなか った。3回 外で食 事 を しただ

けで,そ れ もみんな司教館 だ った。」
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1867年1月1日,ク ロフ トか ら リボンへ。1月23日,リ ボ ンか らロン

ドンへ 。この 日の 日記 には,前 回同様 に,「 私 の リボ ンの 日々 は変わ り栄

えの しな い ものだ った。私 はどこに も行かず,た だ 司教 館で 食事が あっ

ただ けだ」。

1868年1月1日,家 族 の一行 と リボ ンへ。1月16日 に ロン ドンを回 っ

て,17日 の 夕方オクス フ ォー ドに着 く。1月16日 の 日記 には,リ ボン滞

在 中に数学 の論 文 と 『ア リス』 の続編 を数ペ ー ジ書 き足 した,そ の間,

司 教館 で一度食事 を した き りで,そ の他 は どこに も食 事 に行 か なか った,

と書 く。

キャ ロル の リボ ン滞在 は,日 記 か らみ る と以上 の ようで あ る。

1868年6月21日 に 父 ドジス ンが ク ロフ トで亡 くな った。家族 とキ ャロ

ルが リボンで過ご したの は,こ の年 の1月 が最後 となった。 その とき彼

は 『ア リス』 の続編 の一部 を書 いていたのだ48。

日記 にはないが,こ の年(1868年)キ ャロル は リボ ンのク レセ ン トに

住むマ ーガ レッ ト ・カニ ンガム(当 時13才)に 失 くしたキ ッ ドの手 袋の

請求書 を出 した。コーエ ンの手紙集 にはハ ッチか らと して,マ ギーが 「リ

ボンの参 事館 に滞在 していた キャロル の ところに遊び にいっ た ときに,

問 違 えてか,あ るい はわ ざとか,キ ャ ロルの手袋 を持 ち帰 っ て しまった

ので,そ れ を知 った キャ ロル がお もしろ半分 に手 袋の請求 書 を出 した も

の」 とい う引用 を して い る。 日付 けはな く,2月 で はないか,と い う推

測の疑 問符がつ いてい る49。 しか し日記 で見 た ところか らは,1868年 の キ

ャロル の リボ ン滞在 は,1月1日 か ら16日 で,手 紙 はこの 間 に出 した も

ので はな いか と思 われ る5°。カニ ンガムー家 が住 んでいた家51は 現 在 もリ

ボ ンの クレセ ン ト9番 地 に残 って いる。 同 じク レセ ン トの2番 地 には,

キ ャロル が ア リスの挿 絵の モデル に想定 して写真 を手 に入 れたメア リ ・

ヒル トン ・バ ドコ ックの住 んでい た家52が あ る。
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7.リ ボン大聖堂

ヨークにある大聖堂が ヨークミンスターと呼ばれているように,リ ボ

ンの大聖堂は地元ではリポンミンスター(RiponMinster)と も呼んでい

る。アングロサクソン時代の地下聖堂がnに 残る指折 りの古い歴史の教

会で,現在の地に伝道のための拠点ができたのは遠 く655年 のことであっ

た。 しか しこの聖堂が司教 を迎えたのは トマス ・ロングリーが初代であ

る。合唱隊の席のある内陣の壁際についているミゼ リコー ド53に刻まれた

彫 りもののなかには,キ ャロルの 『不思議の国のア リス』その他の作品

にヒン トを与えたのかと思われ るものが見つかる。グ リフォンに追われ

て穴に逃げ込むうさぎ54や,笛 を吹 く豚55の彫刻な ど。珍 しいのは,パ イ

プオルガン奏者が聖歌隊を指揮するために足踏みの操作で使用できる木

彫の右手で,現 在 もそのまま残っている。この右手の木彫 はオルガン席

が改築工事によって,木 枠の囲み56の中に閉じ込め られたために,オ ルガ

ン奏者が,そ の 「檻」の外側に取 り付けの木製の右手 を足踏みのバネで

動か して指揮 を取った。『不思議 の国のア リス』のなかの 「お茶会」の席

には,「時を打擲する」と 「拍子をとる」という両方の意味使いで,聞 く

ものを戸惑わせる場面があるの も,こ の拍子 をとる手 と関連付けたいと

ころだが,キ ャロルはこの手 を見てはいなかったようだ57。

7)オ ール ド・ブーツ

リポンの町の中心 をなすマーケ ット・プ レイスの一隅にユニコーン ・

ホテルがある。スコッ トランドのジェイムズ6世 がイングランドのジェ

イムズ1世 となって王位 に着 くためにロンドンへ上 る途中で立ち寄った

とも言われる古いホテルで,そ の歴史は下に略記する。キャロルは聖堂

参事館に部屋が足 りないときは,こ のホテルに泊 まったことがある。ジ

ェイムズ王に関わ りのあったユニコーンホテルは,『鏡の国のアリス』の

ライオンとユニコーンの一騎討ちにその着想 を提供 したという説がある。
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一 方
,キ ャ ロルがユ ニ コー ンホテルか ら着 想 を得 た とす るな らば,こ れ

ぞ とい え るもの,そ れが キャロル か ら少 し前の18世 紀 後半 に,こ のホテ

ル で働 いていた オール ドブー ツ という綽 名の変 わった男で あ る。彼 は名

前 を トム ・クラ ッ ドといい,宿 の客の ブー ツや シューズ を磨 いて いた。

この男 には,自 分 の鼻 と顎で,一 枚 の コイ ンを挟 んで持つ とい う変 わっ

た特 技 があ る。 キャ ロルの ノ シセ ンス詩 『スナ ーク狩 り』 に は,ヘ ン リ

ー ・ホ リデ イが挿絵 を描 い てい るが
,し か しその挿 絵 には描 かれ ていな

い登 場人物 が一人 あ る。それがBootsで あ る。ブ ーツが挿絵 に出て こない

理由が何 か は不 明であ る。もしや ブー ツの姿 は,1793年3月1日 付 けC.

ジ ョンス ン発行 の 『不思議 満載雑 誌』 に載 った 「ヨー クシャ は リボ ンの

ユニ コー ン・ホテル に働 いてい た名物 奇人ブ ーツ58」 を思 い浮 かべ る とよ

いのか もしれ ない。

挿絵(図 版12)は,1762年 に トム ・ク ラッ ド本 人 をモデル に して描 い

た もの で ある。挿絵 のなか に書込 まれ た解 説 によれ ば,「 この実 に変 わっ

た男 は,ヨ ー クシャ は リボ ンの,と あ る旅館 に長 い こと住 み込み で働 い

て いた。生 まれつ きの,ま たその後 に培 った性癖 に よって,こ の男 は 自

分 の鼻 と顎で,一 枚 の コイ ンを挟 ん で持 つ能力 を身 につ けてい る。彼 の

仕事 は,お 客 の用 を足す こ とであ り,シ ュー ズや ブー ツを磨 くこ とであ

った。 その ために,人 はオ ール ド・ブ ーッ と呼ぶ習 わ しが あ った。」

『不思議 の 国のア リス』 の第10章 『ロブス ター ・カ ドリール』の なか

に,

Doyouknowwhyit'scalledBootsandShoes?

Itdoesthebootsandshoes.

とあ るの を,マ ーテ ィン ・ガー ドナー は.4嬲0如 琵4S嬲 漉 の注59で,「 ブ

ー ツ とい うの は
,ホ テルや宿泊所 で働 く使 用人,ブ ー ツや シュー ズを磨

くような下 っ端 の仕事 を してい る。」 と解説 す る。

「ユ ニ コー ンホテル」の歴史6°を見 る と
,中 世 も後 半 にな って,宿 屋 に
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は文字の読 めない ものに も分 る看板 をつ け るように,と い うこ とにな っ

た。 そこで,た い ていの宿屋 は教会 が発行 してい る 『動物 寓話』 に出 て

い る動物 をもって看板 と した。 そのなかで も力強 さ と猛 々 しさを併せ て

持 つユニ コー ンが選 ばれたの は,も っ ともな ことで ある。 さ らにユニ コ

ー ンの角 のカ ップ で もの を飲 む と毒 に当た らない とい う言い伝 えが あっ

た こ とも,宿 屋の看板 には向 いていた。1379年 の 人頭税 の報告書 には,

リボンのマーケ ッ トプ レイスの周辺 に3軒 の醸 造業者 あ り,と い う記載

が見 える。名称 な どは出て いないが,そ のなかの一つ で名前 を トマス ・

リー ズ とい う もの が,ユ ニ コー ンの経営者 ではな いか,と み られ る。 そ

の後350年 ほ ど経 って,1626年7月22日 に ロン ドンの俳 優で エ ドワー ド・

ア レイ ン とい う ものが,ヨ ーク シャーの土地建 物 を購 入 し,一その取 り引

きの証書 のなかで,「 リボ ンのユ ニ コー ンの看板 のあ るマ ーガ レ ッ ト・タ

ーナ ーの家 にて」 と書い て署 名 して いる。 このマ ーガ レッ ト・ターナ ー

は旧姓 をマーガ レッ ト ・アラ ンス ン といい,1604年 に エ ドワー ド ・ター

ナー と結 婚 した。 したが って,判 明 してい る もっ とも古 いユ ニ コー ンの

所有者 はターナ ー夫妻,と い うこ とにな る。夫の エ ドワー ドが1624年 に

死 んだのち に もマ ーガ レ ッ トは23年 間 ユニコー ンを経 営 した。しか も1625

年 か ら26年 にか けて は,黒 死病 が流 行 し,42年 に は清教徒 革命が始 ま り,

マ ーケ ッ トプ レイス はその衝 突の現場 にな っだ。マ ーガ レッ トは1647年

に死 んだ。 この年,チ ャール ズ1世 は捕縛 され て リボ ンで2夜 を過 ご し

た。対 す るクロムウ ェル の方は翌年1648年8月13日 と1651年8月18日 に

リボ ンに泊 まってい る。 おそ ら く,宿 泊 先 はユ ンコー ンで あ った。マ ー

ガ レッ トの息子 は トマス ・ア ランス ンとい う。彼 はユニ コー ンを遺贈 さ

れ たが,家 族の知 人で あった リチ ャニ ド ・ポー ターに売却 して いる。

1672年 の 炉床税報 告書 に よる と,ユ ニ コー ンには8つ の炉床が あ った。

リチャー ド・ポーター は1676年 に死 んで,同 名 の息子がユ ニ コー ンを継

承 した。その 息子 は3年 後 に死ん で,リ チ ャー ドの妹 のエ レン ・ホーナ
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一が跡 を継 いだ。彼女 の死後 は,ユ ニ コー ンは彼 女の3人 の妹が所有 す

るところ とな り,経 営者 は3人 の手 に分 かれ た。1697年 に リボ ンを訪れ

た シ リア・フ ィー ンズ は,「 宿屋 の なかに は,よ そ者 には非 常 に高 い値 段

をふ っかけ る所 が ある」,と 書 いてい る。

1704か ら7年 にか けて,フ ランシス ・カ ウ リングがユ ニ コー ンの3分

の2の 所 有権 を手 に入れ た。1734年 の彼 の死後,甥 の カスバ ー トが相 続

し,10年 後 の1744年 に,残 り3分 の1の 所有権 も手 に入 れてユニ コー ン

は再度,一 人 の所 有者の もとに経営 され るこ とにな った。1745年,カ ス

バ ー ト ・カ ウ リングはユ ニ コー ン をウ ィ リアム ・パ ッ ドンと妻 のサ ラに

売却 した。以後,バ ッ ドンー族が18世 紀 の 問はユニ コー ンを所有 した。

この間 にバ ッ ドンは,太 い木材造 りのユニ コー ンを,ジ ョー ジ王朝風 の

レ ンガ造 りに替 えた。 この時期 に,マ ー ケ ッ トプ レイスの建 物が一 つだ

けの例 外(ウ ェイ クマ ンの家)を 除いて現在 み るレンガ造 りにな った。

変 わ り者の オール ド・ブー ツが登場 す るの は,こ の時期 の こ とであ る。

キャ ロルが 『スナ ーク狩 り』 を構想 す る きっか けを掴 んだの は,結 核 を

患 った従弟 ウ ィ リアム ・ウ ィル コ ックス をチ ェスナ ッツで看病 してい た

1874年7月 の ことで,リ ボ ンか ら6年 後 の1874年 。 初版 を出版 したの は

2年 をお いて1876年 で あった。 その間,リ ボ ンで見聞 した事柄 はキ ャロ

ル のなか で熟 成 し,『 鏡 の 国のア リス』 に,『 フ ァクタズマ ゴ リア』 に,

そ して 『スナー ク狩 り』 に取 り込 まれて いったので ある。

おわりに

ルイス・キャロルを北国の出身 と看做す とき,従 来 はアン・クラーク・

アモーの著書 においてそうしていたように,生 地のダーズベ リ,お よび

クロフ トを中心に紹介 されて きた。確かに,リ ボンはキャロルが20才 に

なってから初めて訪れた土地であるから,出 生地や出身地 とみ るわけに

はいかないが,そ の後は毎年1月 に家族 と一緒 に休暇を過ごすことが17
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年続いた。その土地でキャロルが見聞 したことが,作 品にも出ている。

2000年 夏 には英国のル イス ・キャロル協会が夏の大会開催地 にリボンを

選び,地 元の研究家モー リス ・テイラーの協力を得てキャロルゆかりの

土地を見聞する機会 を作 った。これをきっかけとして,そ れまで散 らば

っていた断片的な事柄が筆者のなかで初めて リボンを軸に纏 まり,リ ボ

ンの時期のキャロルの小品を読み,ま た リボンをテーマ として 日記 を読

んだ。挿絵のために協力 していただいた方々に感謝 します。
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   missing Journals with Edward Wakeling's permission. 

41 Edward Wakeling, Diaries vol. IV, page 34. 

42 This statement appears at the end of the reconstruction of 

   Dodgson's Journal for 1860 (p. 44). For two reasons it was irregu-

   lar for him to arrive at Ripon before New Year: 1) The surviving 

   entries of his Journals about Ripon tell that his Ripon visit began 

   1 January or later; 2) his father's duty as Residential Canon was 

   from 1 January for 3 weeks. Generally the family seemed to have 

   arrived with or after Canon Dodgson in Ripon. 

43 Wakeling found surviving manuscripts dated 31 December 1860 

   and 1 January 1861, both written in Ripon, in Parrish Collection, 

   Princeton. 

44 The Life and Letters of Lewis Carroll, p. 90. 

45 Lewis Carroll's Diaries Vol. 4, p. 45. "The Canon in question was 

   William Gray, etc." 
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   as Archbishop in 1862 with his family. Carroll's growing interests 

   were in Oxford and London. 

47  In 1864 his stay in Ripon was uneventful like the year before. His 

   diary entries in Ripon are: "Went over, along with the rest of the 

   family, from Croft to Ripon. Cold intense." for 1 Janurary, and 

   the next one is of 14 Janurary, "Left for Oxford. I have done a
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   little work at Theory of Equations and Trilinear Co-ordinates 

   during the vacation." He did not visit Ripon during Easter 

   Holidays. 

48 On the evening of 21 June, 1868, his father Charles Dodgson 

   passed away in Croft. The regular visits to Ripon in January no 

   longer took place. The diary entry of 1 Jan. says, "...The party 

   left for Ripon." and of 16 Jan., "Left for London en route for 

 Oxford.  ... I have also added a few pages to the  2nd volume of 

 Alice.". 

49 The Letters of Lewis Carroll vol. 1, Morton Cohen ed., p. 114, 

50 According to Evelyn Hatch the date of invoice is guesses as 

   February, and if it was during Carroll's stay in Ripon it would 

   drop between 1 and 16 Janurary.

51図8。

52図9。

53内 陣 にい る聖職者 た ちは着席せ ず,跪 くか立 った ま まで礼拝 をした。

病気 か老 齢の弱者 の ため に壁 に折 り畳 み になる細 い腰 をもたせ かけ

る もの。Themisericordcarvingswerecarvedc.1490byRipon

craftsmen(fromRiponCathedral,PitkinPictorial).

54図10。

55図11。

56オ ル ガ ンを囲む枠 はサ ー ・ギルバ ー ト ・スコ ッ トが デザイ ン し,樫

材 でで きて い る。

57オ ル ガ ン ・ケー ス と呼ぶ樫 の囲み は,1878年 に製作 され たT.C.ル イ

ス ・オルガ ンのため の もので ある。 したが って,キ ャ ロルが見 なれ

てい る リボ ンのオル ガ ンは,1878年 に ラ ンデ ィロ教 区教会 に移 され

て,現 在 リボ ンにはない。
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58  11112. The illustration was reproduced with the permission of 

   Mark Richards. Boots was the sole character without any illus-

   tration in The Hunting of the Snark. In Carroll's mind this 

   picture of Tom Crudd as Old Boots at Unicorn Hotel in Yorkshire 

   could be the right illustration of Boots. 

59 Annotated Snark, by Martin Gardner, Penguin 1973, p. 47. 

60 The History of The Unicorn Hotel was supplied by Mitsuo 

   Nishimura.
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